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経常利益 コンドーテック株価（株式分割調整後） 
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株価  上場来過去最高更新 1,210円（2017年11月8日終値） 

企業価値 

株価 



社員が株主目線で経営参加する優良企業！？ 

社員持株会 加入率 

加入率 

79％ 

加入率 

40％ 

加入率 

50％ 

上場企業平均 

卸売業平均 

※ 2018年3月末時点 
※ 当社および三和電材㈱の合計 

昇格時に付与される 

役員報酬の一部、業
績達成時に付与される 

社
員 

役
員 

株式 

株式付与ESOP信託 

株式給付信託(BBT) 

 役員・社員・OBの持株比率は、上場企業・卸売業平均を大きく上回っている 

 OBは、当社が上場以来減配がなく、かつ7期連続増配中であり、企業年金代わりに 

   保有している 

役員(創業者一族除く) 社員 
OB 合計 

役員 家族 持株会 家族 

持
株
比
率 

当社 1.3％ 0.9％ 5.0％ 2.3％ 7.6％ 17.1％ 

上場企業平均 － － 1.0％ － － 1.0％ 

卸売業平均 － － 1.1％ － － 1.1％ 

当社株式保有状況（創業者一族を除く） 

※ 2018年3月末時点 
※ 当社の持株比率は、発行済株式総数から自己株式数を除いて算出 

 株式給付信託(BBT) および株式付与ESOP信託を導入し、 

  業績向上へのインセンティブを高めると共に、役員・社員への自社 

  株式保有機会を提供している 
 社外からは・・・ 

会社全体で常に株価を意識して活動中！ 

大株主 持株比率 保有期間 

BBH FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND 
(PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO) 

5.9％ 20年以上 

大阪中小企業投資育成株式会社 4.6％ 30年以上 

 株価ボードを各拠点に設置 

自社株式 保有機会 
各拠点に掲示されている株価ボード 

当社の安定配当、中長期的な成長が評価されている！！  

社員持株会への加入率、および役員・社員・OBの株式保有率が高い 

役員・社員・OBが、自社の成長と安定配当を重視する株主目線で日々活動している 



商 号 コンドーテック株式会社（KONDOTEC INC.） 

設 立 1953年1月 

代 表 取 締 役 社 長 近藤 勝彦 

本 社 
本社：大阪市西区境川二丁目2番90号 

東京本社：東京都江東区南砂一丁目9番3号 

上 場 区 分 東証1部（証券コード 7438） 

コンドーテック株式会社とは 

建設資材を中心に約50,000点のアイテムを取り扱うメーカー＆商社 

耐震用部材 

筋交いとして取り付けることで、
建物が横から押される力に突っ
張って、建物の倒壊を防止する
役割を果たします。 

鉄骨建築の基礎部材 

土地に施工した基礎コンクリート
と建物をつなぐための重要部材。
建物の移動や転倒を防止する
役割を果たします。 

大型土のう袋 

河川などの土砂災害の他、
がれき処理・除染作業で
も使用されます。 

建設以外の分野 

建設 
資材卸 

分野 商材の分類（一例） 

木質 
建材 

プラス 
チック 
建材 

金属 
建材 

照明・給湯 
設備機器 

空調 
設備機器 

省エネ 
設備機器 

三和電材㈱ 

その他 
建設 
資材 

建設業界卸売業 

コンドーテック㈱ 

船舶造船 

運送 

陸海荷役 

製造生産設備 

漁業、養殖 

農業、その他 

電設 
資材卸 

管工 
機材卸 

水廻り 
設備機器 

給湯 
設備機器 

セキュリティ 
機器 

中央技研㈱ 

建築・土木関連 
（メーカー等） 

50％ 

自社 
工場 
15％ 

電材 
メーカー 
15％ 

海外仕入 

20％ 

売上高 528億円 

製品・仕入商品割合 

自社工場製品・OEM生産を含み、メーカー機能は40％ 

■ 産業資材 ■ 鉄構資材 ■ 電設資材 

57％ 27％ 16％ 

会社概要 事業ドメイン 

直近の業績（2018年3月期） 

主
要
取
扱
商
材 

http://www.kondotec.co.jp/products/picup/20111208-1859.html


当社グループの業績と計画進捗状況 

約50,000点のアイテムを様々な業界へ供給し、景気に左右されにくく業績は安定 

当社グループの業績は、季節性から下期にウェイトが高くなる傾向がある 

過去の業績の推移（上場時の1995年度～） 
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売上高         経常利益 

2019年3月期第1四半期の業績と計画進捗状況 

当第1四半期 通期計画 進捗率 

売上高 13,613 55,316 24.6％ 

売上総利益 2,968 12,089 24.6％ 

営業利益 891 3,733 23.9％ 

経常利益 928 3,833 24.2％ 

親会社株主に帰属
する四半期純利益 

628 2,626 23.9％ 

営業利益 

第4四半期 

25.5％ 

第1四半期 

20.2％ 

第2四半期 

26.8％ 

第3四半期 

27.5％ 

売上高 

第4四半期 

25.5％ 

第2四半期 

25.0％ 

第3四半期 

26.3％ 

第1四半期 

23.2％ 

（単位：百万円） 

四半期別構成比（過去５年平均） 
※ 

※ 変則決算期を除く 



0

25,000

50,000

75,000

100,000

1953年 1963年 1973年 1983年 1993年 2003年 2013年 

 
M&A戦略 

 

既存事業・ノンコア成長戦略を加速 

 既存事業 

産業資材 

鉄構資材 

電設資材 

当社グループのビジネスモデル 

創業から積み上げられてきた強みを生かし、既存事業の業績拡大を図る 

様々な成長戦略に取り組み、2020年代中に売上高1,000億円を目指す 

当社グループの強み 

販売先業種の多様性 

• 多様な業界へ販売することで、特

定の業種の景気に左右されにくい 

 

 

 

 
 
※ 2018年3月末時点 
※ 新規開拓件数は、今期および前期に開拓し、今期   

に売上実績のあった件数 

安定した財務基盤 

• 設立以来、時代の変化・ニーズに

合わせ、様々な業界へ製商品を提

供し続けた結果、経常利益ベース

で赤字となったことはない 

   (変則決算期を除く) 

メーカー機能を有する商社 

• 国内４ヶ所に自社工場を設置 

• 自社工場製品・OEM生産を含み、

メーカー機能は40％ 

• 受注生産比率は60％ 

在庫機能を有する全国店舗網 

• 各拠点が在庫を持ち、配送を行え

る即納体制を実現 

• 災害時は緊急を要する資材の需

要に即座に対応可能 

業界にあっては 
高い売上総利益率を実現 

ノンコア成長戦略 
 
海外市場への展開 

2020年代中 

売上高1,000億円 

販売先数 

約24,500社 

新規開拓件数 

2,822件 

2018年3月期時点 

7期連続 増収増益 

アイテム数 

約50,000点 

店舗数 

60拠点 

当社 (2018年3月期) 21.5％ 

東証1部上場卸売業 平均 15％ 



成長戦略 自然災害への対応 

ブルーシート・土のう袋類  コンテナバッグ  ネット・シート類 

関 

連 

商 

材 

 震災の復旧・復興や、各地で猛威をふるう大雨などの異常気象が発生した

場合、緊急を要する資材の需要に即座に対応できる体制を整えております。 

国土交通省が公表した「新たなステージ」への対応 

 「新たなステージ」に対応するためには、インフラの被害をできる限
り軽減するとともに、早期復旧できるよう事前の備えを講じる必
要がある 

近年の異常な気象状況 

時間雨量が50ｍｍを上回る豪雨が全国的に増加し、雨の降り方が局地

化、集中化、激甚化している →「新たなステージ」として認識 

災害をもたらした気象事例 

 

 

 

 

 

平成24年7月九州北部豪雨 九州北部を中心に大雨 

平成26年8月豪雨 
西日本から東日本の広い範囲で大雨 
(広島県にて土砂災害発生) 

平成30年7月豪雨 
西日本を中心に全国的に広い範囲で記録
的な大雨 

自然災害への対応 

 国土交通省は、明らかに雨の降り方が変化していること等を「新たなステージ」とし

て認識し、危機感をもって防災・減災対策に取り組むことを求めています。 

 「新たなステージ」へ対応するために、被害を最小限におさえるべく、事前の備えに

も注力してまいります。 
 自然災害関連資材の売上高  （百万円） 

3,206 
3,577 

3,877 

4,620 
4,857 

5,132 5,112 
4,662 

1,187 

11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 

（1Ｑ） 

各拠点が在庫機能を有しており、緊急を要する資材の需要に即座に対応可能 

「新たなステージ」へ対応すべく、事前の備えにも注力 

コンテナバッグ ブルーシート 土のう袋 その他 合計 

28 10 34 4 78 

 西日本豪雨関連資材の売上高 2018年7月単月  (百万円) 

（国土交通省 ＨＰより） 



株主還元 

配当の推移 

※2012年1月1日付で株式1株につき2株の株式分割を行っております。これに伴い、1株当たり配当金は
当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値を表記しております。   

配当に関連する経営指標（2018年３月期） 

株主優待 

※8月17日終値1,022円を基に算出 

保有株式数 優待内容 

100株以上 1,000株未満 お米券 2㎏分 
（880円相当） 

1,000株以上 10,000株未満 お米券 5㎏分 
（2,200円相当） 

10,000株以上 お米券 10㎏分 
（4,400円相当） 

※おこめ券1㎏分は440円相当となっております。   

5円 
6円 

11円 

13円 

14円 

15.5円 

20円 

23円 

24円 

26円 

予定 

5.5円 

10円 

13.5円 

22円 

1995年3月期 1999年3月期 2003年3月期 2007年3月期 2011年3月期 2015年3月期 2019年3月期 

普通配当 普通配の増配分 記念配当 
ROE 配当性向 DOE 

10.7％ 25.5％ 2.7％ 

配当利回り ※ 優待込み 配当利回り ※ 

2.5％ ～3.4％ 

ROE10％以上、DOE2.5％以上を目標とし、継続的・安定的な配当を実現 

保有株式数に応じて、お米券を年1回贈呈 
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コンドーテック株価(株式分割調整後) 日経平均株価 

株価推移 

8月17日終値 1,022円 
PER：10.4 PBR：1.11 

EPS：98.12円（2019年3月期予想） 

BPS：922.62円 (2018年3月末)で計算 

当社の上場企業におけるランキング順位 

2018年6月30日終値 1,023円 上場企業3,731社中・・・ 

コ
ン
ド
ー
テ
ッ
ク
株
価 (

円) 

出
来
高 (

千
株) 

日
経
平
均
株
価 (

円) 

2011年3月 東日本大震災発生 
2011年4月 東証2部から東証1部へ指定替 

2012年1月 株式分割を実施 

2014年8月 増配および株主優待の導入を発表 

2017年7月～ 異常気象による影響 

2017年11月に上場来最高値を更新（終値ベース） 

株価推移 

ROE 1,196位 

当期純利益 1,254位 

経常利益 1,287位 

純資産額 1,500位 

時価総額 1,628位 

PBR 2,125位 

PER 2,904位 

※データはみずほ証券資料を参照。 
  ランキングは2018年6月30日時点のもの。 

当社の時価総額は、
27,884百万円 
 
仮に当期純利益の順位が

企業価値(時価総額)を

表す物差しとすると、時価

総額1,254位の時価総

額は、45,111百万円。 

その場合当社株価は、
1,655円となります。 

※2012年1月1日付で株式1株につき2株の株式分割を行っております。 

これに伴い、株価、出来高は当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を 

行った場合の終値を表記しております。 

※2012年12月に公募増資、第三者割当増資を行っております。 
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連結業績ハイライト 

*　2012年１月１日付の株式分割（1株を2株に分割）については、2009年3月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し表示しております。

3,8332,019 2,754 3,368 3,408 3,544 3,614

10.4 10.3 10.0 -

経常利益 1,912 986 1,376

-

株価収益率 （倍） 6.6 12.0 11.0 15.5 10.0 10.0

625 606 718 786 834 933期末株価終値 （円） 285 308 353

2.4 2.8 2.9 2.8

自己資本比率 （％） 56.7 60.6

2.5％以上

株価指標

62.1 -

DOE （％） 2.5 2.4 2.3 2.4 2.3

54.9 53.2 54.5 54.4 57.4 60.8 64.1

7.0 6.9

ROE （％） 8.2 4.7 5.8 7.1 10.0

3.6 5.0 6.5 6.8 6.7 6.9

11.1 10.8 10.9 11.4 10％以上

財務指標

売上高営業利益率 （％） 5.7 3.4

15.50 20.00 22.00 23.00 26.00

846.59 -

１株当たり配当額 13.00 13.00 13.00 13.50 14.00

554.79 582.41 615.12 679.27 730.49 774.18

24.00

94.2572.13 75.91 81.01 93.29 98.14

１株当たり純資産 539.73 552.30 922.62

１株当たり情報 （ 円 ） ＊

１株当たり当期純利益 42.88 25.62 32.19 40.36 60.77

△ 703

現金及び現金同等物の期末残高 3,898 3,234 3,396 2,790 4,798

426 △ 389 △ 699 △ 1,092 △ 1,032 -

9,8935,636 7,626 7,594 8,660 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 115 △ 336 △ 736 △ 550

△ 1,511 △ 494

-

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 391 △ 1,437 △ 320

1,219 1,454 2,077 1,887 1,818 1,945

△ 506

2,429

-△ 660 828 △ 829 △ 646

キャッシュ・フロー （ 百万円 ）

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,196 1,109

636 508 501

2,737

24,745

-有利子負債 - - 900 705 808 806

18,783 20,231 21,102 22,719 -

500

純資産 13,991 14,317 14,381 15,097 16,990

31,192

財政状態 （ 百万円 ）

総資産 24,667 23,616 26,194 28,403

390 418 449 405 438 -

39,31334,481 35,186 34,645 36,524 -

-679 403 842 695

423

423

減価償却費 430 380 457 428

180 566設備投資額 132 632 240

2,098 2,239 2,497 2,626親会社株主に帰属する当期純利益 1,095 664 834 1,046 1,605 1,992

3,271 3,303 3,441 3,516 3,733

2,523

3,655

09/3 10/3 11/3 12/3 18/3

52,811

営業利益 1,911 933 1,275 1,926 2,664

41,153 47,991 49,168 50,211 50,410 55,316

3,537

19/3　1Q

10.0

939

2.7

62.8

10.7

6.7

経営成績 （ 百万円 ）

売上高 33,258 27,347 35,548 38,745

13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 19/3 (計画)

13,613

891

928

628

-

-

38,921

24,991

-

-

1,023

-

-

-

-

9,554

23.50

-

-

6.5

-



販売フィールド 

工場・プラント 

工場構内や各種プラントで使用される機械工

具など、とくに油処理剤など環境対策資材には

力を入れています。昨今は太陽光や風力発

電など再生可能エネルギーの分野での工事が

活発化しているため、このような需要分野にも

いち早くフィールドを拡げていきます。 

 吊り具 

 物流荷役機器 

 環境・産廃資材 

 仮設足場部材 

 保安用品 

建築工事 

建築工事は最も大きな販売フィールドのひとつ。建

築用ターンバックルブレースに代表される鉄骨構造

向けの資材、鉄筋コンクリート造に使用する丸セパ

レーターなどは自社工場で生産する主力製品です。

木造建築分野では、Zマーク、Xマークの認定を取

得。あらゆる工事に使用される仮設足場部材の品

ぞろえも豊富です。 

 吊り具 

 ターンバックル 

 鉄骨部材 

 基礎用部材 

 型枠部材 

 建築金物 

鉄道 

鉄道関連の工事には一般の土木建築とは異

なった特殊な条件が要求されることがあります。

当社はJRをはじめ私鉄各社などへ特徴のある

資器材の提案を行っております。 

 ねじ 

 吊り具 

 河川・法面資材 

土木工事 

土木工事には、道路、港湾といったインフラ関

連から、法面保護、河川改修など幅広い需要

分野があります。昨今では自然災害も多く、緊

急性を要する災害復旧工事のための資材が

必要となるケースも増えています。当社は全拠

点がストックヤードとしての機能も備えており、

緊急時のデリバリーに対応しています。 

 緑化・街路資材 

 河川・法面資材 

 吊り具 

 現場用品 

 ネット・シート類 

 港湾土木資材 

農園芸・林業・漁業 

農園ハウスを支えるターンバックルブレースや各種

シート・杭、作業用農機具、畜産資材、また、獣

害対策に向けた資材にも力を入れています。林

業では材木の輸送・固縛に使用するワイヤロープ

や滑車など変わらぬ工法に資材を供給。漁業で

は漁網から養殖で使用される金物など、第一次

産業の場でも拡がりをみせています。 

 ワイヤロープ、 

   ロープ付属品 

 吊り具 

 ターンバックル 

 現場用品 

 機械・工具類 

物流・荷役 

モノを揚げる、固定するといった様々なシーンで

活躍する資材です。「吊り具」についてはワイヤ

ロープ、繊維スリングなど、対象物や環境に応

じた適切な玉掛用具を提案。物流の現場で

はトラック輸送に限らず、海上輸送、コンテナ

輸送に至るまで、荷物を安全に運ぶための養

生、固縛に関する資材を提供しています。 

 ワイヤロープ、 

   ロープ付属品 

 吊り具 

 物流荷役機器 

 チェーン 

 ラッシング資材 



事業所一覧（単体） 



 

 

本資料には、業績見通しおよび事業計画等を記載しております。 

それらにつきましては各資料作成時点においての経済環境や事業方針等の一定の前提
に基づいて作成しております。 

したがって、実際の業績は様々な要因の変化により、これらの業績見通しとは異なる結果
となりうることをご承知おき下さい。 

見通しに関する注記事項 

〒550-0024 

大阪市西区境川二丁目2番90号 

TEL：06(6582)8441(代表) FAX：06(6582)8410 

ホームページ：http://www.kondotec.co.jp 

E-mail：kikaku@kondotec.co.jp (総務部) 

 


